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序 文

大阪府の北東部 に位置す る大東市は、東部に飯盛 山を含む生駒 山系が南北に連な

り、西部の低地では古 くは河内湖、江戸時代の中頃までは深野池 と呼ばれた大きな

池があ り、古来 より豊かな自然環境に恵まれていま した。

わた したちの先人達はそのような環境 と共存 しなが ら個性豊かな歴史や文化を育

んできま した。 その足跡 が、地域 コミュニティの中心であ り、その地域の歴史 と共

に歩んできた神社や寺院、各時代の人々の活動の痕跡 を現在 に示す遺跡、古文書、

彫刻、地域固有の伝統的行事な ど、様々な歴史、文化的遺産 として現在に残 されて

います。

寺川遺跡は、これまでの調査によ り古墳時代の集落跡や飛鳥時代の掘立柱建物、

平安時代の井戸 などが確認 されてお り、古代の集落跡 を中心に縄文時代か ら中世の

遺跡 として周知 されてきま した。

今回の調査は、市域 を縦貫す る東高野街道沿いの調査で、古墳時代か ら奈良時代

と考え られ る集落跡 を確認す ることができ、街道沿いの様相の一端を明 らかにす る

ことができたものと思われます。

今後、これ らの成果につきま しては公 開、活用 していくとともに、本報告書が本

市の歴史を知 る基礎資料 とな り、市民の方々が歴史や文化財 に対す る理解 を深める

ための一助 となれば幸いに存 じます。

教育委員会では、今後 とも先人 より受け継いできま した貴重な文化財 を大切に保

存 ・活用 し、未来 を担 うこれか らの世代 に引き継いでい く所存でありますので、今

後 とも本市の文化財保護行政にご理解、 ご協力賜 ります よ う心 よりお願い 申し上げ

ます。

最後 になりま したが、発掘調査の実施 にあた り多大なご理解、ご協力を賜 りま し

た事業者の方をは じめ、関係機 関、各位 に厚 くお礼申し上げます。

平成26年2月

大東市教育委員会

教育長 亀 岡 治義



例 言

1.本 書 は大東市野崎3丁 目295-1、295-4番 地における共同住宅建設 に伴い、大東市

教育委員会が実施 した寺川遺跡発掘調査(略 号:TRK94-1)の 報告書である。

2.発 掘調査業務 については北野久雄氏の依頼に基づ くもので、発掘調査に係 る費用については

同氏がこれ を負担 した。明記 して感謝の意を表 します。

3.現 地調査 は平成7年1月6日 か ら平成7年2.月2日 にかけて実施 し、調査面積 は458.18㎡

である。

4.発 掘調査業務 は大東市教育委員会歴史民俗資料館 中逵健一(現 、生涯学習課)が 担 当した。

5.本 書 にお ける方位 は磁北を示 し、水準値 はT.P.値(東 京湾平均海面値)を 用いている。

6.発 掘調査業務 にお ける現地調査、整理作業等については下記 の方 々の参加 を得た。

(敬称略、五十音順)

大谷聡 ・甲斐範浩 ・川崎 昌美 ・谷崎光子 ・萩野登 ・樋 口里美 ・宮田人重子 ・森石千枝子

7.本 書の執筆 、編集は担当者が行 い、一部資料お よびデーター作成 、遺物写真撮影、また印刷 、

製本については教育委員会 の監督指示のもと、株式会社地域文化財研究所に委託 した。

8.本 調査 に関わる出土遺物及び写真、実測図等の記録資料 は大東市教育委員会において保管 し

ている。
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第1章 調査に至る経緯と調査方法

今回の発掘調査の契機は、北野久雄氏(以 下 「事業者」 とい う。)よ り文化財保護法に基づき、大東

市野崎3丁 目295-1、-4番 地において共同住宅を建設 したい旨の届出が平成6年6月24日 付け

で大東市教育委員会(以 下 「市教委」とい う。)に提出されたことによる。

その届出に対 し、大阪府教育委員会から事前に発掘調査が必要である旨の通知(教 委文第1-2878)

が平成6年8月5日 付けであ り、それに基づき市教委が計画地における範囲確認調査を平成6年9月1

日に実施 した。その結果、遺物包含層等が認められ、今回の計画が遺跡に影響を及ぼすことが確認された。

この調査結果を受けて事業者、工事関係者 との問で遺跡の保存について協議を重ねたが、計画の変更

は困難であるとの見解に至ったことか ら、遺跡が損なわれる部分については記録保存を目的 とする発掘

調査を実施することで合意 した。結果、市教委が依頼を受け、平成6年12A27日 付で覚書を交わし発

掘調査を実施することとなった。

調査方法については、調査に伴 う掘削土の仮置き場の確保が困難であったため、調査対象地を南北2

分割 して実施することとなり、まず、北側(建 物本体北側:A区)よ り実施 し、その後、掘削土を反転

して南側(建 物本体南側:B区 、浄化槽部分:C区)の 調査を行った。

また、各種記録作業については磁北を基準にした任意の測量基準点を東西南北に設置し、数字を付 し

た5メ ー トル四方のグリッドを調査区全域に設定することで実施した.

ABCDE

斗

第1図 調査 地 位 置 図(S=1/10,000) 第2図 調 査 区 区割 図(S=1/400)

一1一



第2章 遺跡の歴史的環境

寺川遺跡は、寺川3～5丁 目、中垣内3丁 目に所在 し、

当初は古墳時代の土師器、須恵器、中世の瓦器などが採

集されていたことから遺物散布地として周知 されていた

が、その後の本格的な発掘調査の実施により、古墳時代

か ら中世にかけての遺構が確認 されるなど、現在では東

西約470m、 南北約750mの 縄文時代から中世にかけて

の集落跡を中心とする複合遺跡であると考えられている。

地理的には鍋田川 ・長農川 ・寺川中川などの中小河川

によって形成 された複合扇状地の扇端部か ら扇頂付近、

および生駒山地より派生 した尾根の先端部である丘陵地

に立地している。

以下、市域の遺跡を中心に周辺の歴史的概観を述べる。

《旧石器時代》

第3図 大東市位置図

中垣内遺跡か ら昭和34年 の東大阪変電所建設時にナイフ形石器、楔形石器が出土し、北条西遺跡で

は昭和46～47年 の北条小学校建設時に彫器、掻器などが出土 している。

《縄 文時代》

遺構は、中垣内遺跡で北白川C式 の深鉢を伴った中期後半の土坑状の遺構が唯一確認されているのみ

であるが、遺物は比較的に多 く出土している。 しか し、その大半が丘陵か ら扇状地にかけて立地する遺

跡の包含層や、低地においても自然河川などから出土する状況である。鍋田川遺跡や北新町遺跡で後期

旧石器～縄文草創期の削器や尖頭器、掻器が出土しており、北新町遺跡、北条遺跡、宮谷古墳群からは

草創期の有舌尖頭器が出土している。土器では北新町遺跡、鍋田川遺跡およびその周辺の遺跡か ら中～

晩期を中心とした土器の出土が確認 され、特に、寺川浜遺跡からは東北南部の大洞BC式 の晩期土器片

が出土してお り、地域間交流を考える上で注目されるものである。出土土器については磨耗を受けず比

較的遺存状態の良好な土器が多いことから周辺に集落の存在が十分想定されるものである。

《弥生時代》

集落としての遺跡が確認されるようにな り、前～中期では中垣内遺跡、北条西遺跡がある。また、市

域西部の低地に所在する西諸福遺跡においても昭和32年 の松下電器産業諸福工場建設予定地造成工事

の際に中期前半の土器片が採集 されている。後期では、竪穴住居を検出 した北条遺跡、多 くの後期の土

器が出土している鍋 田川遺跡、後期から古墳時代初頭(庄 内期)の 水田跡が確認された寺川浜遺跡がある。

また、注 目すべきものに野崎遺跡内の野崎観音北側丘陵において、昭和33年 の野崎観音遊園地造成時に、

幼児を埋葬した と考えられる壺棺が出土している。

《古墳時代》

当時、河内湖東岸に位置していたことから多数の集落が営まれるようになり、前期では中垣内遺跡で

竪穴住居が確認 され、直弧文を施 した木製品や素文鏡が出土してお り、その東に隣接する鍋田川遺跡に

おいても大量の前期土器や、刻みが施 されたササラ状の鹿角製品や占骨、滑石製の鏡を模 した石製品な

ど、鍋田川周辺に営まれた前期集落は祭祀的色彩の強い特徴的な様相を呈している。中期では、北新町

一2.



1寺 川浜遺跡

2メ ノコ遺跡

3瓦 堂遺跡

4市 寺川配水場古墳

5堂 山下古墳

6堂 山上遺跡

7堂 山古墳群

8寺 川遺跡

9寺 川古墳群

10十 林寺古墳

11六 地蔵古墳

12城 の越上の段古墳

第4図 周辺遺跡分布 図(S=1/5,000)
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13城 の越古墳

14大 谷神社古墳

15中 垣内遺跡

16元 粉遺跡

17鍋 田川遺跡



遺跡で溝に周辺を区画 された竪穴住居、また大型倉庫が検出されてお り、遺物では初期須恵器、韓式系

土器、木製の船材、敷居材 を除いた木製扉材一式などが出土 し、メノコ遺跡では鳥足文を施 した陶質土器、

土製の当具、また鍋田川遺跡からは韓式系土器、初期須恵器のほか、窯壁片の出土、北条西遺跡からも

韓式系土器、初期須恵器などが出土 している。これらの状況は渡来系集団の存在を想定させるものであ

り、先述の河内湖東岸 とい う地理的環境が大きく影響 しているものと考えられるもので、市域における

この時代の特徴的な様相と言える。後期では、丘陵に多数の古墳群が形成 されることから、その麓にお

いて先述の遺跡 をはじめ多くの集落が営まれていたことが うかがわれ る。

韻 では城ヶ谷遺跡、北条遺跡、宮谷古墳群、堂山古墳群などで調査が実施 されてお り、特に中期の

堂山1号 墳では三角板革綴短甲、衝角付冑、鉄刀、鉄鏃など大量の鉄製武器、武具類の出土か ら、この

地域の有力な首長墓と考えられている。また、この古墳に特徴的な初期須恵器や円筒埴輪が出土してい

ることから、当時の北河内の社会構造、さらに中央王権との関係など、この地域の統治構造を捉えるう

えで欠かせない古墳である。

《古代》

北新町遺跡では人面墨書土器や墨書土器、和鏡などが出土してお り、本遺跡では 「白麻呂」と墨書さ

れた土器、直径約1mの 木を刳 り貫いた井筒や河川跡からはウマの骨一体分などが出土 し、また鍋田川

遺跡では石鍔帯、金銅製の帯金具(巡 方)な どが出土するなど、周辺に官衙的集落の存在 を想定させ る

状況がうかがえる。また、古代寺院については、瓦堂遺跡で白鳫嘲 の平瓦が出土している他、寺川浜遺跡、

鍋 田川遺跡において、 白鳳から奈良時代にかけての軒丸瓦が出土してお り、特に寺川浜遺跡からは仏法

法具と推定される特異な遺物の出土も見 られ、その存在は確実視 されるもので、今後の調査に期待 され

るものである。

《中世》

北新町遺跡で12～13世 紀を中心とした集落跡、御領遺跡で13～14世 紀の集落跡が確認 されてお り、

特に北新町遺跡では区画溝を伴 う居館跡 と考えられる建物群、御領遺跡では当時の池の西側に面 した集

落全体の実態が確認 されている。また、市域西部の低地に位置する西諸福遺跡では、当時の生活文化を

うかがえる天正13年(1585)銘 のある卒塔婆や荷札木簡が出土している。

戦国期では戦国武将、三女張 慶の飯盛城をはじめ、その支城 とされる野崎城、当時の西欧でその名を

有 したキ リシタン武将の三箇頼照(洗 礼名、サンチョ)の 三箇城などが築城されている。飯盛城におい

ては本格的な縄張調査の結果、新たな曲輪なども発見 され、南北約650m、 東西約400mの 大規模な城

域であったことが明らかとなっている。

《近世》

山間部では大坂城再建に伴 う石垣用石材の供給地であった石切場跡があ り、低地部では、宝永元年

(1704)の 大和川付替えにより開発された新田の管理、運営施設であった平野屋新田会所跡がある。近年

までその景観を残 していたが、その保存が困難であったことから、会所跡の全面的な発掘調査が実施 さ

れ、会所の基礎的構造の詳細が明らかにされている。

当時、市域の約25%を 占めていた深野池が新 田として開発 されたことは、この地域の社会、経済など

に大変革を促 したものであり、この時期が大東市域において歴史的な最大の画期と言えるであろう。
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第3章 調 査 成 果

第1節 基 本層 序

調査の結果、基本的な層序 は以下の通 りで ある。

第1層 現代の耕作土及び床土。層厚 は0.2m前 後 を測 る。

第II層 黄灰～にぶい灰 黄色砂質 土が主体 をなす。 ほぼ水平堆積を成 し、層厚は0.2m前 後 を測 る。調 査

区東部においては部分的に還元作用 を受 けていた。

第皿層 灰褐色 土が主体 をな し、A区 で は2層 に細分 できる。西側にかけて厚 く堆積す る状況 を呈 して

い る。層厚 は0.2～0.4mを 測 る。

第IV層 黄褐～明黄褐色砂質土が主体をなす。B区 南 西部か らC区 西部 にかけて堆積 し、西側 にかけて

厚 く堆積す る状況 を呈 してい る。層厚 は0.1～0.2mを 測 る。

第V層 灰黄～黄灰色礫混土が主体 をなす。東か ら西 にかけて緩 やか に傾斜す る堆積状況 を呈 してお り、

その比高差 は0.2～0.3mを 測 る。考古学で言 ういわゆる地山層で、遺構面のべ一ス層 にあた る。

第VI層 調査 区東部で は部分的に削平 を受 けていた ようで、第V層 下層 の灰色砂、灰緑色 シル ト～砂、

黒灰色粘質 土な どが露 出 し、遺構 面を形成する状況であった。

第2節 遺 構 と遺 物

今回の調査 は掘 削土の仮置き場 の関係 のため、調査区 を北側(建 物本体北側部分:A区)と 南側(建

物本体南側部分:B区 、浄化槽部分:C区)に 分割 して調査を実施 し、それぞれ1面 の遺構面を検 出した。

以下、その成果 について述べ る。

1.溝(SD)

・SD-A101A2～3区 、B1～3区 で検 出 し、規模 は幅約1.65m、 深 さ約O.lmを 測 る。埋 土

はマ ンガンをわずかに含む灰～灰緑色土で、土師器 、須恵器 が出土 してい る。

・SD-A102B1～3区 で検 出 し、規模 は幅約0.7m、 深 さ約0.09mを 測 る。埋土はマ ンガ ンを

わず かに含む灰色土で、土師器、須恵器、陶器が出土 してい る。

・SD-A103B1～2区 で検出 し、規模は幅約0.65m、 深 さ約0.06mを 測 る。埋土は暗茶褐色土で、

土師器 が出土 してい る。

・SD-A104B2～3区 で検出 し、規模 は幅約0.6m、 深 さ約0.02mを 測 る。埋 土は暗褐色混灰

色土で、土師器 、須恵器、初期須恵器 が出土 している。

・SD-A105B2～3区 で検 出 し、規模 は幅約0.4m、 深 さ約0.02mを 測 る。埋土 は灰色土で、

須恵器が出土 してい る。

・SD-A106A3～4区 で検出 し、幅約0.35m、 深 さ約0.14mを 測 る。埋 土は鉄分 を多 く含 む

褐色混灰色土で、遺物は出土 していない。

・SD-A107A3区 で検 出 し、幅約0.15m、 深 さ約0.05mを 測 る。埋土 は暗茶褐色 土で、遺物

は出土 していない。

・SD-A108A3～4区 、B3～4区 で検 出 し、規模 は幅約1.7m、 深 さ約0.18mを 測 る。埋 土

は褐色混灰色砂質土で、土師器、須恵器が出土 してい る。

・SD-A109B3～5区 で検出 し、規模は幅約0.5m、 深 さ約0.04mを 測 る。埋 土は褐色混灰色土、

灰色砂質土で、土師器 、須恵器 、黒色 土器A類 が出土 してい る。
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第5図 調査 区土層 断面 図(Sニ1/60)



・SD-A110B4～5区 で検 出 し、規模 は幅約0.6m、 深 さ約0.06mを 測 る。埋 土は褐色混灰色

砂質土で、土師器、須恵器が出土 している。

・SD-A111B3～4区 で検 出 し、規模 は幅約0.45m、 深 さ約11:を 測 る。 埋土は褐色混灰

色 土で、遺物 は出土 していない。

・SD-A112B4～5区 で検 出 し、規模 は幅約0.35m、 深 さ約0.03mを 測 る。 埋土は褐色混灰

色 土で、土師器、須恵器が出土 してい る。

・SD-A113B4～5区 、C5区 で検 出 し、規模 は幅約0.3m、 深 さ約0.04mを 測 る。埋土 は褐

色混灰色砂質 土で、遺物は出土 してい ない。

・SD-A114B4区 、C4区 で検 出 し、規模 は幅約0.25m、 深 さ約0.06mを 測 る。埋土 は褐 色

混灰色砂質土で、土師器、須恵器が出土 している。

・SD-A115B5区 で検 出 し、規模 は幅約1:、 深 さ約0.17mを 測 る。埋土は褐色混灰色土で、

遺物は出土 していない。

・SD-A117B2区 で検 出 し、規模 は幅約0.15m、 深 さ約0.04mを 測 る。 埋土は灰色 土で、土

師器が出土 している。

・SD-A118B1～2区 で検 出 し、規模 は幅約0.3m、 深 さ約0.04mを 測 る。埋土 は灰 色土で、

遺物 は出土 していない。

・SD-A119B3～4区 で検 出 し、規模 は幅約0.12m、 深 さ約0.14mを 測る。埋土は灰色土で、

土師器が出土 している。

・SD-A120B4区 で検 出 し、規模 は幅約0.2m、 深 さ約0.03mを 測る。埋 土は褐色混灰色土で、

土師器が 出土 してい る。

・SD-A121B4区 、C4区 で検 出 し、規模 は幅約0.35m、 深 さ約O.lmを 測 る。埋土は灰色土で、

遺物は出土 していない。

・SD-A122B4区 で検 出 し、規模 は幅約0.35m、 深 さ約0.05mを 測 る。埋 土は灰色 土で、遺

物は 出土 していない。

・SD-A123B4区 、C4区 で検 出 し、規模 は幅約0.33m、 深 さ約0.03mを 測 る。埋土は灰色土で、

遺物 は出土 していない。

・SD-A124B4区 、C4区 で検 出 し、規模 は幅約0.35m、 深 さ約0.02mを 測 る。埋土は灰色土で、

遺物 は出土 していない。

・SD-A125B4区 で検 出 し、規模 は幅約0.3m、 深 さ約0.07mを 測 る。埋土 は灰色 土で、遺物

は出土 していない。

・SD-B101A6～8区 で検出 し、幅約4.25m、 深 さ約0.06mを 測 る。埋土 は灰色土で、土師

器が 出土 している。

・SD-B102A6～7区 、B6～7区 で検 出 し、規模 は幅約0.35m、 深 さ約0.06mを 測 る。 埋

土は褐色混淡灰色砂質土で、土師器、須恵器が出土 してい る。

・SD-B103B7～8区 で検 出 し、規模 は幅約0.5m、 深 さ約O.11mを 測 る。埋土は暗褐色砂質土で、

土師器、瓦器 が出土 している。

・SD-B104B6～7区 で検 出 し、規模 は幅約0.3m、 深 さ約0.03mを 測 る。埋土は褐色混灰色土で、

土師器が出土 している。
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・SD-B105B5～8区 、C6～8区 で検 出 し、規模 は幅約2.5m、 深 さ約0.11mを 測 る。埋 土

は鉄 分を含む灰色砂質土で、土師器 、須恵器が出土 している。

・SD-B107C5区 で検出 し、規模 は幅約0.7m、 深 さ約11:を 測 る。埋土は黒色土混灰褐色土で、

土師器 、須恵器が出土 している。

・SD-B108A6～7区 で検 出 し、規模 は幅約0.23m、 深 さ約0.07mを 測 る。 埋土は黄褐色 土

混淡灰色土で、土師器が出土 している。

・SD-B109B6～7区 で検 出し、規模 は幅約0.23m、 深 さ約0.05mを 測 る。埋土は灰色粘質土で、

土師器 が出土 してい る。

・SD-B110B7～8区 で検 出 し、規模 は幅約0.2m、 深 さ約0.03mを 測 る。埋 土は淡灰黄色粘

質土で、遺物は出土 していない。

・SD-B111B7区 で検出 し、規模 は幅約0.45m、 深 さ約0.06mを 測 る。埋 土は黄褐色混灰色

砂質土 で、土師器、須恵器 が出土 している。

・SD-C101C9～10区 で検 出 し
、幅約0.8m、 深 さ約0.1mを 測 る。 埋土 は灰 緑色砂質 土、

淡灰緑 色細砂 で、土師器が出土 している。

・SD-C102C9～10区 で検 出 し、幅約1.43m、 深 さ約0.1mを 測 る。埋 土は褐色混灰 白色砂

質土で、土師器、須恵器、埴輪が出土 している。

・SD-C103C9～10区 、D9～10区 で検 出 し、幅約0.72m、 深 さ約0.12mを 測 る。 埋土

は褐色混灰 白色砂質土で、土師器 、須恵器 が出土 してい る。

・SD-C104D9区 で検 出 し、幅約0.43m、 深 さ約0.1mを 測 る。埋 土は褐色混灰色砂質土 で、

土師器 、須恵器 が出土 してい る。

・SD-C106D9～10区 で検 出 し
、規模 は幅約0.2m、 深 さ約0.03mを 測 る。埋 土は黄褐色混

灰 白色 土で、土師器が出土 している。

・SD-A116 、B106、C105調 査区西側 で検 出 し、当初、溝 と していたが、肩部が蛇行 し

なが ら落 ち込み状 の様相 を呈す る。規模 は、A区 で残存幅約5.1m、 深 さ約1.06m、B区 で規模 は残

存幅約3.Om、 深 さ約0.84mC区 で残存幅約3.Om、 深 さ約0.84mを 測 る。埋 土は4～11層 程度 に

分層 できるが、灰色砂質土、灰色土、灰色粘質土が主体 をなす。遺物はま とまって出土 してお り、 土

師器 、初期須恵器 、須恵器 、埴輪、韓式系土器 、黒色土器A類 、瓦器、瓦質土器 、瓦、骨類 が出土 し

ている。

2.土 坑(SK)

・SK-A101B1～2区 で検 出 し、形態は不定形で、規模 は最大長約2.5m、 最 小幅約0.55m、

深 さ約0.04mを 測る。埋土は灰 色土で、土師器 、須恵器 が出土 してい る。

・SK-A102B2区 で検 出 し、形態は不定形で、規模 は最大長約0.4m、 最小幅約0.25m、 深 さ

約0.04mを 測 る。埋土は黄褐色混灰色土で、遺物 は出土 していない。

・SK-A103C5区 で検 出 し、形態は不定形で、規模 は最 大幅約0.95m、 最小幅約0.75m、 深

さ約O.11mを 測る。埋土は褐色 土で、遺物は出土 していない。

・SK-A104B5区 で検 出 し
、形態 は円形で、規模 は径約0.8m、 深 さ約0.38mを 測る。埋土 は

灰黄色土ブロックを含 む黒色土、黒色粘質土で、遺物は出土 していない。

・SK-A105B4区 で検 出 し
、形態は楕 円形で、規模 は長径約0.55m、 短径 約0.2m、 深 さ約
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0.05mを 測 る。埋土は褐色土で、遺物 は出土 していない。

・SK-B101B5区 で検 出 し、形態 は側溝 に切 られてい るため不明であ るが、規模 は、残存長約

0.7m、 残存幅約0.3m、 深 さ約0.09mを 測 る。埋土 は暗灰色土で、遺物 は出土 していない。

・SK-B102B6区 で検 出 し、形態は側溝 に切 られてい るため不明であ るが、規模 は、残存長約

1.7m、 残存幅約0.6m、 深 さ約0.11mを 測 る。埋土は褐色土混灰色土で、土師器、瓦器 、埴輪が出

土 してい る。

・SK-B103B6区 で検 出 し、形態 は側 溝 に切 られてい るた め不 明であ るが、規模 は残存長 約

0.75m、 残存幅約0.25m、 深 さ約0.08mを 測 る。埋土 は灰色砂質 土で、土師器 、須恵器 が出土 して

い る。

・SK-B104B6～7区 で検 出 し、形態 は隅丸方形で、規模 は長径約1.6m、 短径約0.75rn、 深

さ約0.06mを 測 る。埋土は褐色混灰黄色砂質土で、土師器、埴輪が出土 している。

・SK-BlO5B7区 で検 出 し、形態はほぼ 円形で、規模 は長径約1:、 短径約0.7m、 深 さ約

0.06mを 測 る。埋土 はやや鉄分を含む灰色土で、遺物は出土 してい ない。

・SK-B106B7区 で検 出 し、形態は不定形で、規模 は最大幅約2.8m、 最小幅約1.5m、 深 さ

約0.09mを 測る。埋土は灰色 土で、土師器 、須恵器 が出土 してい る。

・SK-B107B8区 で検 出 し、形 態 は側溝 に切 られてい るた め不 明であ るが、規模 は残存長 約

0.35m、 残存幅約0.53m、 深 さ約0.09mを 測 る。埋 土はやや鉄分 を含む灰 色土で、土師器 が出土 し

てい る。

・SK-B108B8区 で検 出 し、形態 は側溝 に切 られてい るた め不 明であ るが、規模 は残 存長 約

1.15m、 残存幅約0.53m、 深 さ約0.16mを 測 る。埋土は黒灰色粘質土で、土師器 、須恵器 、黒色土

器A類 が出土 してい る。

・SK-C101C9区 で検 出し、側溝 に切 られ てい るが、形態は不定形 で、規模 は最大幅約0.56m、

最小幅約0.26m、 深 さ約0.01mを 測 る。埋土は淡灰緑 色砂質土で、遺物は出土 していない。

・SK-C102C9～10区 で検 出 し、形態 は隅丸方形 で、規模 は長径約0.・:、 短径約0.45m、

深 さ約0.12mを 測 る。埋土は灰色砂質土 で、遺物 は出土 していない。

・SK-C103C10区 で検 出 し、側溝 に切 られてい るが、形態は不定形 で、規模 は最大幅約0.2m、

最小幅約0.18m、 深 さ約0.08mを 測 る。埋土は灰色砂質 土で、遺物は出土 していない。

・SK-C104D9区 で検 出 し、側溝 に切 られ てい るが、形態 は不 定形 を呈で、規模 は最大幅約

0.11m、 最小幅約0.98m、 深 さ約0.24mを 測 る。埋土はや や粘質 の暗褐灰色土で、土師器、須恵器 、

埴輪が出土 している。

3.ピ ッ ト(SP)

A区 で31基 、B区 で30基 、C区 で10基 の ピッ トを検 出 した。形態 は円形が主体をな し、わず かに楕 円形、

隅丸方形の ものが見 られ る。A区 では規模は径約o.a～0.5m、 深 さ約0.1～0.2m程 度が主体 をなすが、

約0.5mを 測 るものもみ られた。埋土は灰色砂質土、灰色 土が主体をな し、時期が古墳時代 と考え られ

るもの は褐 色土や黒色 土の埋土 が認 め られ る。 土師器、須恵器 などの遺物 が出土す るものは12基 とわ

ずかで、古墳時代 と推定でき るものが3基 、平安～中世 と考 えられ るものが2基 程度 で、大部分の時期

の比定は困難であった。 しか し、C102、C106で は柱痕が確認できたこ とか ら、建物 が存在 して

いた ことは うかがえる。
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第6図 遺構面全体図



第7図A・B・C区 各溝(SD)断 面 図(S=1/40)
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1灰 色 土 陽

2灰 色砂 質土

3灰 色砂 質土(マ ンガンを含む、やや粘質)

4灰 緑色粘質 シル ト～砂

5灰 色砂

6灰 黄 色シル ト

7灰 色粘 土混 じり灰色土

8灰 緑 色砂

0

臨
m

第8図SD-A116断 面 図(S=1/40)

1灰 白色 砂質土(別 遺構)

2褐 色混 じり淡灰黄色砂質土

3灰 色砂 質土

4灰 褐色 土

5淡 灰黄 色シル ト～砂混 じり灰色土

6灰 但.土

7灰 黄色微砂

8灰 色土(鉄 分 を含む)

9褐 色混 じり灰色土

10褐 色混 じり砂質土

11褐 色混 じり灰色粘 質土

第9図SD-BIO6断 面 図(S=1/40)

SK-101 SK-102

1黄 褐色混 じり灰色土

SK-105

SK-103

1灰 色砂混じり黒灰色土
2暗 灰色砂質土

SK-104

T.P.
+7 .80m

1黒 色土(灰 黄色土ブ ロックを含む)

2黒 色粘質土

丁.P.+7.80m

1灰 色土
1

餮 多 ∫

丁.P.+7.80m

1褐 色土

第10図A区 各土坑(SK)平 ・断面図(S=1/40)
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第11図B・C区 各 土 坑(SK)平 ・断面 図(S=1/40)
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第12図 出土遺物実測図(1)(S=1/4)
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第13図 出土遺物実測図(2)(S=1/4)
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第14図 出土遺物実測図(3)(S=1/2)
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第15図 出土遺物実測 図(4)(S=1/2)

一17一



94
95

96

98

99

00 戛101

94,101試 掘

95機 械掘削

96側 溝

97,99第1V層

98SD-6106

ioO攪 乱 ♀,1,1,

lOcm

■

第16図 出土遺物実測図(5)(S=1/2)
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第17図 出土遺物実測図(6)(S=1/2)
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108,111SD-6106

109側 溝

110SD-C105

112試 掘

∩
)
1

lOcm

第18図 出土遺物実測図(7)(S=1/2)
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第4章 まとめ

今回の調査は、寺川遺跡内北西部の現在の東高野街道東側沿いにあた り、古墳時代から中世にかけて

の遺構、遺物を検出した。標高はおよそT.P.+78～aOm前 後を測る。以下、その成果について述べる。

1.遺 構

溝、土坑、ピットを検出し、溝では調査区西側でSD-A116、B106、C105が 一連のもの

として、肩部が蛇行 しながらほぼ東高野街道沿いに走 り、傾斜していく状況を呈 していた。検出した当

初は溝 としたが、落込み状の遺構 と考えられるものである。 しかし、調査地付近の地形が西方に向かっ

て低くなることや、また堆積状況や出土遺物が時期的に幅広 く出土する状況であることから、地形を反

映 した状況の可能性も考えられる。北方約150m地 点の現在の東高野街道東側沿いにあたるメノコ遺跡

の調査では、奈良時代の大溝や古墳時代後期の大甕を伴 う自然流路を検出している状況からω、東高野

街道やその前身 と言われる官道の南海道は、現在の東高野街道より西方に位置 していたものと考えられ

る。現在の東高野街道は生活道路であるため調査の機会も少なく明らかにしがたい状況ではあるが、こ

れまで道路関連遺構の検出例はなく、その実態解明は今後の大きな課題の一つと思われる。

その他の溝については、古墳時代中期に比定されるSD-B101を 除いては、先述の落込み状遺構

の蛇行する肩部に影響を受けてはいるものの、ほぼ東西南北に走る状況であり、その形態、規模、埋土

の状況から耕作に伴 ういわゆる鋤溝と考えられ る。また、土坑はおおむね古墳時代か ら奈良時代に比定

できるものであるが、SK-B104を 除いてはその検出状況、遺物の出土状況からみて人的要素を強

くうかがわせる状況ではなかった。 ピットについても出土遺物が小片であることから時期の特定には限

界があるものの、おおむね古墳時代から奈良時代の範囲内と推定できる状況であった。また、C区 で柱

痕を確認できたものもあるが、掘立柱建物として確認するには至 らなかった。

以上のことから、今回の調査では古墳時代から奈良時代における集落縁辺部であったことが推測され、

その後は耕作地 として利用されていく様相を確認することができた。

2.遺 物

古墳時代の遺物では縄薦文を施 した韓式系土器(硬 質)や 韓式系土器(軟 質)な どが出土してお り、

今回の調査においても市域における古墳時代の特徴的様相がわずかなが らも確認することができた。ま

た、今回の調査地から東方に隣接する瓦堂遺跡では白鳳期の寺院の存在が推定されているが、今回、出

土 した瓦片は時期的に平安時代頃まで下る可能性が高いものであり、直接的に関連す るものではないが

周辺に古代寺院の存在が想定できるものと考えられる。

その中において、特に注 目すべき遺物としては比較的まとまった埴輪片の出土と鎧金具と考えられる

金属製品の出土が挙げられる。

埴輪片では朝顔形埴輪、円筒埴輪、形象埴輪が出土 してお り、川西編年(2)におけるおおむねV期 に相

当するものであるが時期的に幅があるため、単独の古墳に使用 されたとは考えられないものである。ま

た、今回の調査地か ら東方約90mの 地点の瓦堂 とい う小字名が残 る地域からはII期の埴輪片が採集さ

れている(3)ことからも、複数の古墳に伴 う埴輪の出土状況であることを物語っているものであろう。

今回の調査地周辺における古墳の状況についてみると、東方約350mに 位置する堂山古墳群をはじめ、

その西方に彷製鏡が出土 したされる堂山下古墳、北北東約150mの 地点には市水道寺川配水場古墳、北

東約300mの 地点には中期前半の約40mの 前方後円墳 とされる峯垣内古墳、南南西約400n:1の 地点には
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約35mの 前方後 円墳 と推定 され る十林寺古墳、 さらに南東約600mの 地点には後期 の前方後 円墳 とされ

る城 の越 古墳が堂 山古墳群 を取 り囲む よ うにその存在が推 定 されてい る。 さらに、北西約100mの 地点

には崩 塚 とい う小字名 があ り、詳細は明 らかでないが約50mの 前方後 円墳 とされ るメノコ古墳の存在

していた ことが推定 されている(4)。今回の埴輪の出土は、未確認の古墳が存在す る可能性 を残 しつつ も、

おそ らく先 に挙げた一連の古墳 と関連す るもの と考えるのが妥当 と思 われ、特 に、メノコ古墳 との関連

性 が注 目され る。

鎧金具 と考 え られ る金属製 品は、類似す るものが大坂城跡 の調査か らも出土 してお り、安土 ・桃 山時

代 の鎧 の環座 と して捉 え られ る金具であ ると報告 され てい る㈲。今回の鎧金具は、兜の桧垣 あるいは八

双金物 の可能 性が高 いもの と思 われ、製作技法な どか らおお よそ室町時代 か ら近世にか けての もの と推

測 され る(6)。ま さに戦国期 を含む時期 であ り、調査地付 近にお ける東 高野街道は東 に生駒 山地 、西に近

世 中頃ま で存在 した深野池が存在 し、その双方に挟 まれた狭小 の地 を縦貫す るものであ り、一度合戦が

始 まれ ば重要な交通路であったこ とは容易 に想像 できる。今 回の出土は、その状況 の一端 を示唆す るも

のであ り注 目すべき貴重な資料 と言 えるであろ う。

これ までの本遺跡 の調査では、遺跡 の南半部に集 中 してお り、南東 に約450～650m付 近 の数次の調

査 におい て、古墳時代の集落跡では馬埋葬 ピッ トの検 出、初期須恵器 、陶質土器 、須恵器 系土師器、製

塩 土器 、双孔円盤、鋸歯文 を施 した滑石製紡錘車が 出土す るな ど、渡来系集団 との関わ りが想定 され る

状況や(7)、6～7世 紀 の掘立柱建物(8)が確 認されている。また奈良～平安 時代にかけての自然流路か らは、

「白麻 呂」、 「栗(粟)大 」などの墨書土器 や、ほぼ一頭分 に復元できる馬の獣骨な どが出土 し、平安中～

後期の井戸では、刳 り貫きの井筒が検 出 され るな ど(9)、南半部 においては奈良時代以降、官衙的性格 を

想定 させ る通 常 とは異なる集落跡の存在が推 定 され、その実態が明 らかにされつつ ある。 しか し北半部

において は、寺川古墳群 のほか先述 の多 くの古墳や 白鳳期 の古代寺院の存在が推定 され る瓦堂遺跡 な ど

を内包 してい るが、その実態 についてはほ とん ど明 らかでない状況で あった。

今回の調査 では寺川遺跡 の北半部をは じめ、その周辺 の古墳、古代寺院、お よび東高野街道 などの具

体的様相 を考 えるうえで、重要な知見 を得 ることができたもの と思 われる。

(註)

1.大 東市教育委員会1998年3月 『メノコ遺跡発掘調査報告書』 大東市埋蔵文化財調査報告第14集

2.川 西宏幸1978「 円筒埴輪総論」 『考古学雑誌』第64巻第2号

3.大 東市教育委員会1987『 寺川 ・北条遺跡発掘調査報告書』大東市埋蔵文化財調査報告第1集

4.天 野末喜・秋山浩三・駒井正明1992年12月 「地域の概要 河内」『前方後円墳集成』近畿編 山川出版社

5.財 団法人大阪府文化財調査研究センター20αD『 難波宮跡北西の発掘調査』
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第1表 出土遺物一覧表(1)

挿図
番号 器種 出士地点 法 量(cm) 色調 焼成 胎土 技法の特徴 備 考

1 須恵器
甑(把 手)

SD-A101

長 さ:6.8

幅:6.2

厚 み:2.8

外:灰 白2.5Y8/1

内:灰 白2.5Y8/1

断:灰 白2.5Y7/1

堅緻

密
長石、石

英、金雲
母

外面:ナ デ、指

オサエ
内面:ナ デ

5世紀後半の所産

2
須恵器
杯蓋

SD-A103
口 径:(13.0)

器 高:(3.0)

外:オ リー ブ灰

5GY5/1

内:明 オ リー ブ灰

2.5GY7/1

断:赤 灰5R6/1

堅緻 密
外面:回 転ナデ、

列点文
内面:回 転ナデ

初期須恵器
5世紀後半の所産

3
土師器
椀

SD-A108
口 径:(12。0)

器 高:(2.4)

外:橙7.5YR6/6

内:橙7.5YR7/6

断:橙7.5YR6/6

良好
密

長石、ク
サリ礫

外面:ナ デ
内面:ナ デ

13世 紀 の所産

4
土師器
中皿

SD-A109
口径:(11.2)

器 高:(1.4)

外:浅 黄橙7.5YR8/4

内:に ぶ い橙

7.5YR6/4

断:浅 黄橙7.5YR8/4

良好 密
クサ リ礫

外面:ナ デ
内面:ナ デ

13世 紀 の所産

5
土師器
椀

sD-nlis
底 径:(6.0)

器 高:(1.1)

外
内
断

橙5YR6/8

橙5YR7/6

淡橙5YR8/4

良好 密 、 石 英 、
クサ リ礫

外面:ナ デ
内面:ナ デ

13世 紀 の所産

6
土師器
中皿

SD-A116
口径:(13.9)

器 高:(1.1)

外
内
断

橙5YR6/6

橙5YR7/6

に ぶ い 橙5YR7/4

良好
密

雲母、石

英

外面:ナ デ

内面:ナ デ
13世 紀 の所産

7
土師器
中皿

SD-A116
口径:(11.0)

器 高:(1。0)

外
内
断

浅 黄 橙7.5YR8/3

浅 黄 橙7.5YR8/4

灰 白7.5YR8/2

良好
密

長 石 、 チ

ヤー ト

外面:ナ デ

内面:ナ デ
13世 紀 の所産

8
土師器
小皿 SD-A116

口径:(8.0)

器 高:(1.2)

外
内
断

浅 黄 橙7.5YR8/3

浅 黄 橙7.5YR8/3

褐 灰7.5YR6/1～

灰 白7.5YR8/2

良好
密

クサ リ礫

外面:ナ デ

内面:ナ デ
13世 紀 の所産

9
土師器
小皿

SD-A116
口径:(8.0)

器 高:(i.o)

外:灰 白7.5YR8/1

内:灰 白7.5YR8/1

断:灰 白7.5YR8/1

良好 密
外面:ナ デ

内面:ナ デ
13世 紀 の所産

10
土師器
甕

SD-A116
口径:(15.1)

器 高:(4.2)

外:褐7.5YR4/6

内:に ぶ い 赤 色

5YR5/4

断:橙7.5YR6/6

良好
密

石英、長
石

外 面:ヨ コナ デ 、

ナ デ

内 面:ヨ コナ デ 、

ナ デ

8世 紀の所産

11
土師器

甑(把 手)
SD-A116

長 さ:3.1

幅:6.2

厚 み:2.5

外
内
断

橙7.5YR6/6

灰 白10YR8/2

灰 黄2.5Y7/2

良好
密

長石、雲
母

外面:ナ デ、指
オサエ

内面:ナ デ

5世 紀後半の所産

12
土師器
高杯

SD-A116

残 存 部 最 大径

:4.9

器 高:(5.0)

外
内
断

橙7.5YR6/6

褐 灰7.5YR4/1

にぶ い橙

7.5YR6/4

良好
密
長石、雲
母、石英

外面:ナ デ
内面:ナ デ

5世 紀後半の所産

13 須恵器
杯身

SD-A116
底 径:(11.1)

器 高:(1.0)

外:灰 白7.5Y7/1

内:灰 白7.5Y7/1

断:灰 白7.5Y7/1

堅緻

密

雲母、長
石、黒色

粒

外面:回 転ナデ
内面:回 転ナデ

8世 紀の所産

14 須恵器
壺

SD-A116
口径:(10,0)

器 高:(3.1)

外
内
断

灰 白7.5Y7/1

灰 白7.5Y7/1

灰 白7.5Y7/1

堅緻
密
長石、石

英

外 面:ヨ コナ デ

内面:ヨ コナ デ
8世 紀の所産

15 須恵器
壺

SD-A116
底 径:(12.0)

器 高:(3.2)

外
内
断

灰7.5Y6/1

灰N6/

紫灰5RP5/1

堅緻
密
長石、石

英

外面:回 転ナデ
内面:回 転ナデ

8世 紀の所産

16 須恵器
壺

SD-A116
底 径:(8.0)

器 高:(4.5)

外
内
断

灰N5/

灰N6/

オ リー ブ 灰

2.5GY6/1

堅緻
密
長石、石

英

外面:回 転ナデ
内面:回 転ナデ

8世 紀の所産

17 須恵器
甕

SD-A116
口径:(18.6)

器 高:(2.1)

外:灰N6/

内:灰 白N7/

断:灰 白N7/

堅緻 密
長石

外面:回 転ナデ、
カキ目、平行タ
タキ

内面:回 転ナデ

8世 紀の所産

18
須恵器
高杯(脚 部)

SD-A116 底 径:(12.6)

器 高:(1.7)

外
内
断

灰N6/

灰 白N7/

灰 白N7/

堅緻 密長石
外面:回 転ナデ

内面:回 転ナデ
5世紀後半の所産

19
黒色土器
椀

SD-A116 底径:(8.0)

器 高:(0.8)

外
内
断

明赤 褐5YR5/8

暗 灰N3/

明褐 灰5YR7/2

良好
密

長石、ク
サリ礫

外面:ナ デ

内面:ナ デ

黒色土器A類(内
黒)
8～9世 紀の所産

20 韓式系土器
(軟質)

SD-A116 残 長:(3.2)

厚 み:0.4

外
内
断

淡 橙5YR8/3

褐 灰5YR5/1

灰 白5YR8/1

良好
密

長石、石
英

外面:格 子状タ
タキ

内面:ナ デ

5世紀後半の所産

一23一



第1表 出土遺物一覧表(2)

挿図
番号 器種 出土地点 法 量(CID) 色調 焼成 胎土 技法の特徴 備 考

21 須恵器
蓋

SD-B102 器 高:(1.4)

外:明 オ リー ブ 灰

2.5GY7/1

内:明 オ リー ブ 灰

2.5GY7/1

断:明 オ リー ブ 灰

2.5GY7/1

堅緻 密
長石

外面:回 転ナデ

内面:回 転ナデ

近江系
高台状のつまみが
つく

8世 紀の所産

22
瓦器
椀

SD-A105
口径:(15.0)

器 高:(3.1)

外:に ぶ い 黄 橙

10YR7/3～

黒 褐10YR3/1

内:暗 灰N3/

断:灰 白10YR8/1

良好 密
外面:ヨ コナデ、

指オサエ
内面:暗 文

大和型
13世 紀の所産

23
土師器
椀

SD-B106
口径:(13.1)

器 高:(3.45)

外:橙5YR6/6

内:橙5YR6/6

断:橙5YR6/6

良好
密

雲母、長
石

外面:ナ デ
内面:ナ デ

8世 紀の所産

24
土師器
皿 SD-B106

口径:(15.0)

器 高:(2.6)

外:浅 黄 橙7.5YR8/3

内:浅 黄 橙7.5YR8/3
～灰 白2 .5Y8/2

断:浅 黄橙7.5YR8/3
～灰 白2 .5Y8/2

良好 密 外面:ナ デ
内面:ナ デ

13世 紀の所産

25
土師器
小皿

SD-B106
口径:(10.0)

器 高:(1.5)

外
内
断

浅 黄橙10Y8/3

浅 黄橙10Y8/3

浅 黄橙10Y8/3

良好 密 外面:ナ デ

内面:ナ デ
13世 紀の所産

26
土師器

小皿i
SD-B106

口径:(8.0)

器 高:(1.4)

外
内
断

浅 黄橙7.5YR8/4

浅黄 橙7.5YR8/6

にぶ い橙

7.5YR7/4

良好 密
外面:ナ デ、指
オサエ

内面:ナ デ

13世 紀の所産

27 土師器
小皿

SD-B106 口径:(7.0)

器 高:(1.1)

外:浅 黄 橙10YR8/3

内:灰 白10YR8/2

断:灰 白10YR8/2

良好 密
外面:ナ デ

内面:ナ デ
13世 紀の所産

28
土師器
把手

SD-B106

残 長:(3.0)

残 幅:(3.8)

厚 み:1.05

外:に ぶ い 黄橙
10YR7/3

内:に ぶ い 黄橙
10YR7/4

断:褐 灰10YR6/1

良好 密長石

外面:ナ デ、指
オサエ

内面:ナ デ、指
オサエ

8世 紀の所産

29
土師器
高杯(脚 部)

SD-B106
最 大 残 存 径

(4.7)

器 高:(5.0)

外
内
断

橙5YR7/6

橙2.5YR6/8

浅黄 橙10YR8/3

やや不
良

密
雲母、長
石

外 面:ナ デ

内面:オ サ エ 、

シ ボ リ 目

6世 紀末～7世 紀

の所産

30 須恵器
杯身

SD-B106
口 径:(9.7)

器 高:(2.2)

外
内
断

灰N6/

灰N6/

灰N6/

堅緻 密 外面:回 転ナデ
内面:回 転ナデ

6世 紀末～7世 紀
の所産

31
須恵器
壺(短 頸)

SD-B106

胴 部 径:

(11.0)

器 高:(2.9)

外:灰N6/

内:灰 白N7/

断:紫 灰5P5/1

堅緻
密
長石、黒
色粒

外面:回 転ナデ、
回転ヘラケズリ
内面:回 転ナデ

底部外面にヘラ記

号あ り
6世 紀末～7世 紀
の所産

32 須恵器
甕

SD-B106
口 径:(24.0)

器 高:(4.8)

外:赤 灰7.5R5/1

内:灰N6/

断:灰 赤7.5R4/2

やや軟 密長石
外面:回 転ナデ
内面:回 転ナデ

初期須恵器
5世紀後半の所産

33
瓦器
椀

SD-B106
口 径:(12.6)

器 高:(2.7)

外:暗 灰N3/

内:灰N4/

断:灰 白N8/

良好 密

外面:ヨ コナデ、

指オサエ
内面:ヘ ラミガ

キ?摩 滅 してい
る

大和型
13世 紀の所産

34 瓦器
椀

SD-B106 底 径:(5.5)

器 高:(1.25)

外
内
断

灰N6/

灰 白N7/

灰 白N8/

良好 密
外面:ナ デ

内面:ナ デ
13世 紀の所産

35
瓦器
椀

SD-B106 底 径:(6.0)

器 高:(1.2)

外
内
断

灰N4/

暗灰N3/
灰 白N8/

良好 密
外面:ヨ コナデ
内面:平 行線状
の暗文

13世 紀の所産

36 平瓦 SD-B106

残 長:(4.6)

残 幅:(8.9)

厚 み:2.5

外
内
断

灰N5/

灰N5/

灰N5/

良好 密
長石

外面:縄 目タタ
キ

内面:布 目痕

8～9世 紀の所産

37 韓式系土器
(軟質)

sD-sros 残 長:(4.4)

厚 み:0.8

外:黄 橙7.5Y8/8

内:黄 橙7.5Y7/8

断:黄 橙7.5Y8/8

良好

密
長石、金

雲母、ク
サ リ礫

外面:格 子状の
タタキ

内面:ナ デ

5世 紀後半の所産

38
韓式系土器
(硬質)
甕

SD-B106
残 長:(6.5)

厚 み:0.9

外:灰 白N7/

内:灰 白N7/

断:灰 白N7/

堅緻
密
黒色粒、
石英

外面:3条 の沈

線、縄蓆文
内面:オ サエの
ちナデ

5世 紀後半の所産

39
サヌカイ ト

剥片
SD-B106

残 長:(5.5)

残 幅:(4.3)

厚 み:1.35

一 一 一 一

一24一



第1表 出土遺物一覧表(3)

挿図

番・号
器種 出土地点 法 量(c皿) 色調 焼成 胎土 技法の特徴 備 考

40
須恵器
壷 SD-B104

底 径:(11.7)

器 高:(3.1)

外
内
断

暗 青灰5B4/1

青灰5B5/1

暗 紫灰5P4/1

やや軟
密
石英、長

石

外面:回 転ナデ

内面:ナ デ
8世 紀の所産

41 土師器
杯

SD-C105
口 径:(17.0)

器 高:(3.8)

外
内
断

淡 黄2.5YR8/3

淡 黄2.5YR8/4

淡 黄2.5YR8/4

良好 密 外面;ナ デ
内面:ナ デ

8世 紀の所産

42
土師器
皿

SD-C105
口 径:(13.8)

器 高:(2.6)

外:灰 白2.5YR8/1

内:灰 白2.5YR8/1

断:灰 白2。5YR8/1

良好 密

外 面:ヨ コナ デ 、

指 オ サエ

内面:ヨ コナ デ 、

ナ デ

13世 紀の所産

43
土師器
高杯(脚部)

SD-C105

残 存 中央 径:

(3.2)

残 存 最 大 径:

(4.4)

器 高:(7.7)

外:橙5YR7/8

内:橙5YR7/8

断:淡 橙5YR8/3

良好
やや粗

長石、石
英

外面:ナ デ
内面:ナ デ

5世紀後半の所産

44
黒色土器
椀

SD-C105
口 径:(15.0)

器 高:(2.8)

外:に ぶ い黄 橙

10YR7/4

内:黒10YR1.7/1

断:に ぶ い 黄橙

10YR7/4

良好

密
長石、ク

サ リ礫、
石英

外面:ナ デ、指
オサエ

内面:暗 文

黒色土器A類(内

黒)
8～9世 紀の所産

45
瓦器
椀

SD-C105
口 径:(14.5)

器 高:(2.1)

外:灰N4/

内:灰N5

断:灰 白N8/

良好 密

外面:ヘ ラミガ
キ、指オサエ
内面:ヘ ラミガ

キ

大和型
13世 紀の所産

46
土師器
高杯

SK-B108 底 径:(8.8)

器 高:(3.2)

外:黒7.5YR2/1

底 面:浅 黄 橙

7.5YR8/3

内:に ぶ い橙

7.5YR7/4

断:褐 灰7.5Y6/1

良好 密 外面:ナ デ
内面:ナ デ

5世紀後半の所産

47 須恵器
壺

SP-A119
口 径:(15.0)

器 高:(4.0)

外:灰 白N7/

内:灰 白N7/

断:灰 白N7/

堅緻
密

石英、長
石

外面:回 転ナデ、
ハケメ

内面:回 転ナデ、

同心円状の当て
具痕

8世 紀の所産

48
土師器
杯

SP-C110
口 径:(13.0)

器 高:(1.8)

外:に ぶ い橙5YR7/4

内:橙5YR7/6

断:淡 橙5YR8/3

良好 密
クサ リ礫

外面:ナ デ
内面:ナ デ

13世 紀の所産

49 土師器
皿

A2区

人力掘削

口 径:(7.0)

器 高:1.0

外:に ぶ い黄 橙

10YR7/4

内:浅 黄 橙10YR6/3

断:に ぶ い黄 橙

10YR7/4

良好
密
石英、雲

母

外面:ナ デ、指
オサエ

内面:ナ デ

13世 紀の所産

50
土師器
羽釜

A2区

人力掘削

鍔 部 径:

(zs.o)

器 高:(2.5)

外:明 赤 褐2.5YR5/8

内:橙2.5YR6/8

断:明 赤 褐2.5YR5/8

良好

密

長石、雲
母、クサ

リ礫

外 面:ナ デ 、 ヨ
コナ デ

内面:ナ デ

13世 紀の所産

51 瓦器
椀

A7区

人力掘削

口 径;(14.0)

器 高:(2.9)

外:灰 白N8/

内:灰 白N8/

断:灰 白N8/

良好 密

外面:ナ デ、指
オサエ
内面:ヘ ラミガ

キ

楠葉型か
13世 紀の所産

52 瓦器
椀

A2区

人力掘削
底 径:(5。9)

器 高:(1.2)

外:灰N5/

内:灰N5/

断:灰 白N8/

良好 密
外面:ヨ コナデ
内面:格 子状の

暗文

13世 紀の所産

53 白磁
皿

A38区

人力掘削
底 径:(5.7)

器 高:(1.0)

外(釉):明 緑 灰
lOGY8/1

底 面(露 胎):淡 黄
2.5Y8/4

内(釉):明 緑 灰

lOGY8/1

断:灰 白2.5GY8/1

堅緻 密
外面:施 釉、底
面は露胎

内面:施 釉

13世 紀の所産

54 須恵器
杯身

A7区

人力掘削

口 径:(12.0)

器 高:(2.2)

外
内
断

灰 白7.5YR8/1

灰 白7.5YR8/1

灰 白10YR8/1

堅緻
密

石英、長
石

外面:回 転ナデ
内面:回 転ナデ

6世紀後半の所産

55
須恵器
壺

A3・8区

人 力 掘 削

口 径:(8.4)

器 高:(3.6)

外
内
断

灰 白5Y7/2

灰 白5Y7/1

灰N6/

堅緻
密
石英、長
石

外面:回 転ナデ
内面:回 転ナデ

8世 紀の所産

56
須恵器
甕

C区

人力掘削(
西側1/2)

器 高:(2.3)

外
内
断

青灰5B6/1

青灰5B6/1

青灰5B6/1

堅緻
密
長石、石

英

外面:回 転ナデ、
波状文
内面:回 転ナデ

初期須恵器
5世紀後半の所産

57
韓式系土器
(軟質)

A6・7区

人 力 掘 削

残 長:(2.8)

厚 み:0.5

外
内
断

橙5YR7/8

橙5YR7/6

灰5Y5/1

やや軟 密
外面:格 子状タ

タキ
内面:ナ デ

5世紀後半の所産

一25一



第1表 出土遺物一覧表(4)

挿図
番号 器種 出土地点 法 量(cm) 色調 焼成 胎土 技法の特徴 備 考

58 平瓦
A12区

人力掘削

残 長:(4.6)

残 幅:(8.0)

厚 み:2.0

外:に ぶ い 黄橙

10YR6/3

内:に ぶ い 黄褐

10YR5/4

断:褐 灰10YR4/1

やや不
良

密

長石、雲
母

外面:縄 目タタ
キ

内面:ナ デ

8～9世 紀の所産

59
金属製品
鎧金具片

A3・8区

人 力 掘 削

残 長:(1.55)

残 幅:(2。9)

厚 み:0.1

一 一 一 一

成分として銅を含
んでいる為、残存

両面に緑青が見 ら
れる

銅地に鍍金

60
土師器
大皿

B12・17区

第1遺 構 面

の 上 層

口径:(15.7)

器 高:(2.0)

外
内
断

橙5YR6/6

橙5YR6/6

橙5YR6/6

良好
密

長石、金
雲母

外面:ナ デ
内面:ナ デ

13世 紀の所産

61
土師器
甕

B11区

第1遺 構面
の上層

口径:(15.0)

器 高:(3.7)

外
内
断

明 赤 褐2.5YR5/6

明 赤 褐2.5YR5/6

明 赤 褐2.5YR5/6

良好 密 外面:ナ デ
内面:ナ デ

8世 紀の所産

62
土師器
把手

B区

南側断面

長 さ:9.4

幅:6.3

厚 さ:2.8

外:浅 黄 橙7.5YR8/4

内:浅 黄 橙10YR8/4

断:浅 黄 橙10YR8/3

良好

密

石英、長
石、金雲

母、クサ
リ礫

外面:ナ デ、指
オサエ

内面:ナ デ

5世紀後半の所産

63
土師器
高杯(脚 部)

B12・17区

第1遺 構 面
の上 層

残 存 中央 径:

(2.9)

残 存 最 大 径:
4.4

器 高:(6.4)

外:橙5YR6/8

内:橙5YR6/8

断:橙5YR6/8

良好

密
長石、ク
サ リ礫、

金雲母

外面:ナ デ
内面:ナ デ

6世 紀末～7世 紀
の所産

64 土師器
羽釜

A5区

第1遺 構面
精査

口径:(26.0)

器 高:(2.0)

外:淡 黄2.5Y8/3

内:淡 黄2.5Y8/3

断:淡 黄2.5Y8/3

良好
密

長石、石
英

外面:ナ デ
内面:ナ デ

13世 紀 の所産

65
土師器
羽釜

A10区

第1遺 構面
精査

口径:(27.0)

器 高:(2.1)

外:暗 褐 色10YR3/3

内:明 赤 褐5YR5/8～

灰 褐5YR4/2

断:灰 褐5YR4/2

良好 密
外面:ナ デ

内面:ナ デ
13世 紀 の所産

66
須恵器
杯蓋

A4区

第1遺 構面

精査

口径:(13.3)

器 高:(2。2)

外:灰N5/

内:オ リー ブ 灰

5GY5/1

断:灰 白N7/

堅緻 密 外面:回 転ナデ
内面:回 転ナデ

5世紀後半の所産

67
須恵器
杯身

B8・9区

第1遺 構面
の上層

受 部径:

(ia.o)

器 高:(2.8)

外
内
断

青 灰5B5/1

青 灰5B5/1

青 灰5B5/1

堅緻
密
長石、雲
母

外面:回 転ナデ
内面:回 転ナデ

5世 紀後半の所産

68
須恵器
杯身

B12・17区

第1遺 構 面

の 上層

受 部径:

(iz.o>

器 高:(3.6)

外
内
断

青 灰10BG5/1

赤 灰7.5R5/1

灰 赤7.5R6/2

やや軟
密

長石、石
英

外面:回 転ナデ

内面:回 転ナデ
5世 紀後半の所産

69 瓦器
椀

B12・17区

第1遺 構 面

の 上層

口径:(14.0)

器 高:(1.7)

外:灰N6/

内:灰N4/1

断:灰 白N8/

良好 密

外 面:ヨ コナ デ 、

指 オ サ エ

内 面:ヘ ラ ミガ

キ

大和型
13世 紀の所産

70
土師器
皿

All・12・

13区

西側 側 溝

口 径:(14.2)

器 高:(1.8)

外:浅 黄 橙7.5YR8/4

内:浅 黄 橙7.5YR8/4

断:浅 黄 橙7.5YR8/4

良好 密
クサリ礫

外 面:ヨ コナ デ 、

ナ デ

内 面:ヨ コナ デ 、

ナ デ

「て」の字状 口縁

12世 紀後半の所産

71 陶器
擂鉢

B6・1区

北側 側 溝

底 径:(13.0)

器 高:(3.0)

外:灰 褐5YR6/2

内:に ぶ い褐

7.5YR5/3

断:褐 灰10YR6/1

堅緻

密
石英、長
石、クサ

リ礫

外面:ナ デ
内面:ナ デ、擂

り目

備前焼
15～16世 紀 の所

産

72 白磁
碗

A区

残 土

口 径:(14.3)

器 高:(2.4)

外:灰 オ リー ブ

7.5Y6/2

内:灰 オ リー ブ

7.5Y6/2

断:灰 白7.5Y8/1

堅緻 密 外面:施 釉
内面:施 釉

12～13世 紀の所

産
玉縁状口縁

貫入が見られる

73
サヌカイ ト

剥片

A区11・

12・13区

西側 側 溝

残 長:(4.5)

残 幅:(3.7)

厚 み:1.8

一 一 一 一

74 朝顔形埴輪 SD-A116
残 長:(2.8)

残 幅:(6.2)

厚 み:1.0

外:橙5YR6/6

内:橙5YR6/6

断:橙5YR6/6

良好

密
石英、長

石、クサ
リ礫

外面:ナ デ

内面:指 オサエ
V期

75 朝顔形埴輪
C区
南側側溝

残 長:(5.0)

残 幅:(3。4)

厚 み:1.0

外
内
断

橙5YR6/6

灰 褐7.5YR6/2

灰7.5YR6/1

堅緻
密

長石、石

英

外面:タ テハケ

内面:指 オサエ
須恵質
V期

76 円筒埴輪
B区
南側側溝

残 長:(2.3)

厚 み:7.0

外
内
断

橙5YR7/8

橙5YR7/6

灰5YR6/1

やや軟
密
長石

外面:タ テハケ
のちナデ

内面:ヨ コハケ

須恵質
V期

一26一



第1表 出土遺物一覧表(5)

挿図
番号 器種 出土地点 法 量(c皿) 色調 焼成 胎土 技法の特徴 備 考

77 円筒埴輪 SD-B106 残 長:(6.4)

厚 み:1.9

外:に ぶ い 赤 褐

5YR4/3

内:褐 灰5YR5/1

断:青 灰5B6/1

堅緻
密

長石、石
英

外 面:タ テ ハ ケ

内 面:ヨ コハ ケ
須恵質
V期

78 円筒埴輪
B区
南側側溝

残 長:(5.5)

厚 み:0.7

外
内
断

橙5YR7/8

橙5YR7/6

褐 灰5YR6/1

やや軟 密
長石

外 面:ナ デ

内 面:ヨ コ ハ ケ

須恵質
V期

79 円筒埴輪 SD-C105

残 長:(3。8)

残 幅:(2.5)

厚 み:0.9

外
内
断

浅 黄 橙7.5YR8/6

浅 黄 橙7.5YR8/6

灰 白5Y7/2

やや軟 密長石
外面:タ テハケ
内面:ナ デ

須恵質か
V期

80
形象埴輪
器種不明

SD-B106

残 長:(2.7)

残 幅:(5,3)

厚 み:0.8

外:浅 黄 橙10YR8/3

内:浅 黄 橙10YR8/3

断:灰 白10YR7/1

やや不
良

密
石英、長
石、クサ

リ礫

外面:ナ デ
内面:ナ デ

線刻あり
V期

81 円筒埴輪 SD-C105

残 長:(5.0)

残 幅:(6.0)

厚 み:0.8

外:浅 黄 橙7.5YR8/4

内:橙7.5YR7/6

断:灰 白7.5Y8/2

やや不
良

密
石英、長

石、クサ
リ礫

外面:ナ デ

内面:指 オサエ
線刻あり
V期

82 円筒埴輪
B14・19区

試 堀 トレ ン

チ

残 長:(4.6)

残 幅:(2.6)

厚 み:0.9

外:橙5YR7/6

内:灰 黄2.5Y6/2

断:灰 白5Y7/1

堅緻 密
外面:タ テハケ

内面:ナ デ
須恵質
V期

83 円筒埴輪
B11区

第1遺 構面
の上層

残 長:(6.3)

残 幅:(6.2)

厚 み:1.0

外:橙5YR7/8

内:に ぶ い 褐

7.5YR6/3

断:灰 白2.5Y7/1

良好
密
石英、長

石

外面:タ テハケ
内面:指 オサエ

V期

84 円筒埴輪
B区 南側側

溝
(東 側1/2)

残 長:(3.5)

残 幅:(4.2)

厚 み:0.8

外:橙5YR6/6

内:橙7.5YR7/6

断:浅 黄橙10YR8/4

良好

密

石英、長
石、クサ

リ礫

外面:ナ デ
内面:ナ デ

V期

85 円筒埴輪 SD-C105

残 長:(3.2)

残 幅:(3.3)

厚 み:0.7

外:浅 黄 橙10YR8/4

内:橙7.5YR7/6

断:灰 白2.5YR8/1

やや不
良

密
石英、長
石、金雲

母

外面:ナ デ
内面:ナ デ

V期

86 円筒埴輪 SD-B106
残 長:(4.6)

残 幅:(4.0)

厚 み:0.9

外:橙7.6YR6/6

内:橙7.6YR6/6

断:浅 黄 橙7。5R8/4

やや不
良

密
石英、長

石、金雲
母、クサ

リ礫

外面:ナ デ
内面:ナ デ

V期

87 円筒埴輪 SD-B106

残 長:(5.3)

残 幅:(6.4)

厚 み:0.6

外:浅 黄 橙7。5YR8/4

内:橙7.5YR7/6

断:灰 白5YR7/1

不良

密

石英、長
石、クサ

リ礫

外面:ナ デ

内面:指 オサエ
V期

88 円筒埴輪
B区

南側側溝(
西側1/2)

残 長:(4.7)

残 幅:(5.8)

厚 み:1.0

外:黄 橙7.5YR7/8

内:黄 橙7.5YR7/8

断:黄 灰2.5Y6/1

やや不
良

密
石英、長

石、クサ
リ礫

外面:タ テハケ

内面:指 オサエ
V期

89 円筒埴輪 西側側溝
残 長:(4.4)

残 幅:(4.6)

厚 み:0.8

外:橙7.5YR7/6

内:明 褐7.55YR5/6

断:灰 白2.5YR8/2

やや不
良

密
石英、長

石、クサ
リ礫

外面:タ テハケ
内面:ナ デ

V期

90 円筒埴輪 SD-B106

残 長:(7.1)

残 幅:(5.8)

厚 み:0.9

外:橙7.5YR7/6

内:に ぶ い橙

7.5YR7/4

断:浅 黄 橙10YR8/3

やや不
良

密

石英、長
石、クサ

リ礫

外面:タ テハケ
内面:ナ デ

V期

91 円筒埴輪 SD-C105

残長
残幅
厚み

(3.6)

(3.2)
0.8

外
内
断

橙7.5YR7/6

灰 黄 褐10YR6/2

灰 白5YR7/1

堅緻
密
長石、石

英

外面:ナ デ
内面:ハ ケメ

須恵質
V期

92 円筒埴輪 SD-B106

残長
残幅
厚み

(2.7)

(2.9)
0.9

外
内
断

橙5YR6/6

橙5YR6/8

灰 青2.5Y6/2

堅緻
密
石英、長
石

外面:ナ デ
内面:ナ デ

V期

93 円筒埴輪 SD-B106

残 長:(3.2)

残 幅:(3.2)

厚 み:0.8

外:橙7.5YR7/6

内:橙7.5YR6/6

断:灰 白7.5YR8/1

やや不
良

密
石英、長

石、金雲
母

外面:ナ デ

内面:ナ デ
V期

94 円筒埴輪 試堀南側
残 長:(4.6)

残 幅:(5.4)

厚 み:1。1

外:浅 黄 橙7.5YR8/4

内:浅 黄 橙7.5YR8/6

断:浅 黄 橙7.5YR8/6

やや不
良

密
石英、長

石、クサ

リ礫

外面:ナ デ

内面:ナ デ、指
オサエ

V期

95 円筒埴輪
C区
機械掘削

残 長:(4.0)

残 幅:(3.4)

厚 み:0.8

外:黄 橙7.5YR7/8

内:橙7.5YR6/8

断:灰 白5Y7/2

やや不
良

密
長石、石

英

外面:ナ デ
内面:ナ デ、指
オサエ

V期
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第1表 出土遺物一覧表(6)

挿図
番号 器種 出土地点 法 量(c皿) 色調 焼成 胎土 技法の特徴 備 考

96 円筒埴輪
B17・18区

西 側 側 溝

残長
残幅
厚み

(6.7)
(4.5)
1.1

外
内
断

に ぶ い 橙5YR7/4

灰 黄 褐10YR6/2

灰7。5YR6/1

堅緻
密
石英、長

石

外面:タ テハケ
内面:指 オサエ

須恵質
V期

97 円筒埴輪
B8・9区

第1遺 構面
の上層

残長
残幅
厚み

(3.6)

(4.0)
0.9

外
内
断

橙2.5YR6/6

橙5YR6/6

灰5Y6/1

良好
密
石英、長

石

外面:タ テハケ
内面:ナ デ

V期

98 円筒埴輪 SD-B106

残 長:(6.4)

残 幅:(6.4)

厚 み:0.8

外:橙5YR6/6

内:橙5YR6/6

断:灰 白2.5Y7/1

やや軟

密
石英、長
石、クサ

リ礫

外面:タ テハケ
内面:ナ デ、指
オサエ

須恵質か
V期

99 円筒埴輪
A9区

第1遺 構面
精査

残 長:(4.7)

残 幅:(4.5)

厚 み:0.9

外:橙7.5YR6/6

内:明 褐7,5YR5/6

断:灰 白7,5YR8/2

良好

密
石英、長

石、クサ
リ礫

外面:タ テハケ
内面:ナ デ、指

オサエ

V期

100 円筒埴輪
A8区

撹乱(試 堀
拡)

残 長:(4.3)

残 幅:(6.5)

厚 み:0.9

外:浅 黄 橙7.5YR8/4

内:明 褐7.5YR5/8

断:灰 白2.5YR8/1

良好

密

石英、長
石、クサ

リ礫

外面:タ テハケ
内面:ナ デ

V期

101 円筒埴輪
B14・19区

試 堀 トレン

チ

残 長:(4.5)

残 幅:(3.7)

厚 み:0.9

外:橙5YR7/6

内:橙7.5YR7/6

断:灰5YR6/1

やや不
良

密
石英、長
石

外面:タ テハケ

内面:ナ デ、指
オサエ

須恵質か
V期

102 円筒埴輪 西側側溝
残 長:(4.0)

残 幅:(5.4)

厚 み:0.7

外:に ぶ い橙

7.5YR7/4

内:橙7.5YR6/6

断:灰 黄2.5YR7/2

やや不
良

密

石英、長
石、金雲

母

外面:ナ デ

内面:ナ デ、措
オサエ

V期

103 円筒埴輪 SD-C105

残 長:(5.6)

残 幅:(5.4)

厚 み:0.8

外
内
断

にぶ い橙5YR6/4

にぶ い橙5YR7/4

灰5Y6/1

堅緻
密
石英、長

石

外 面:タ テ ハ ケ

内面:ヨ コハ ケ 、

ナ デ

須恵質
V期

104 円筒埴輪 SD-B106
残 長:(7.6)

厚 み:0.9

外
内
断

橙5YR7/8

橙5YR6/8

褐 灰5YR5/1

やや軟 密長石
外 面:タ テ ハ ケ

内面:ヨ コハ ケ

須恵質
V期

105 円筒埴輪
C区

人力掘削(
東側1/2)

残 長:(3.9)

厚 み:1.1

外:赤 橙10R6/8

内:褐 灰10YR6/1

断:灰5Y6/1

堅緻
密

長石、石

英

外面:タ テハケ
内面:ナ デ

円形の透かし孔あ
り(1方 向残)

須恵質
V期

106 円筒埴輪
A4区

第1遺 構面
精査

残 長:(4.7)

残 幅:(6.3)

厚 み:1.0

外:灰 褐7.5YR5/2

内:褐 灰10YR6/1

断:灰 白2.5YR7/1

堅緻

密
石英、長
石、金雲

母

外面:タ テハケ
内面:指 オサエ

須恵質
V期

107 円筒埴輪 SD-B106
残 長:(5.35)

厚 み:7.5

外:に ぶ い橙5YR6/4

内:灰7.5Y5/1

断:灰7.5Y5/1

堅緻
密
長石、金

雲母

外面:タ テハケ
内面:ナ デ、指
オサエ

須恵質
V期

ioa 円筒埴輪 SD-B106
底 径:(12.8)

器 高:(5.4)

外:浅 黄 橙7.5YR8/6

内:浅 黄 橙7.5YR8/6

断:浅 黄 橙7.5YR8/6

やや不
良

密

石英、長
石、クサ

リ礫

外面:ハ ケメの
ちナデ
内面:ナ デ

V期

109 円筒埴輪
B区

南側側溝(

西側1/2)

底 径:(15.0)

器 高:(4.9)

外:黄 橙7.5Y8/8

内:橙5YR7/6

断:橙5YR7/6

良好

密

長石、金
雲母、ク
サ リ礫

外面:ナ デ

内面:ナ デ
V期

iio 円筒埴輪 SD-C105
底 径:(13.4)

器 高:(6.1)

外:浅 黄 橙7.5YR8/4

内:浅 黄 橙7.5YR8/4

断:灰5Y6/1

やや不
良

密
石英、長

石、クサ
リ礫

外面:ハ ケメの

ちナデ
内面:ナ デ

V期

111 形象埴輪
蓋形埴輪

SD-B106

残 長:(7.8)

残 幅:(3.9)

厚 み:1.8

外:橙5YR7/8

内:黄 橙7。5YR7/8

断:灰5YR6/1

やや不
良

密

石英、長

石、クサ
リ礫

外面:沈 線、ナ
デ

内面:ナ デ

沈線(2条)あ り

須恵質か
V期

112
形象埴輪
器種不明

B14・19区

試 堀 トレン

チ

残 長:(5.3)

厚 み:1.3

外:浅 黄 橙7.5YR8/4

内:橙7.5YR7/6

断:灰 白7.5YR8/2

良好
密
クサリ礫、

長石

外面:タ テハケ、

沈線
内面:ナ デ

沈線(2条)あ り
V期
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1.A区 遺構 面全景(南 東 よ り)

2.SD-A116(北 西 よ り)3.SD-A116断 面

4.SD-A111(南 よ り)5.SK-A104検 出 状 況(北 西 よ り)
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1.B区 遺構面全景(南 東 よ り)

2.SD-B106(南 よ り)3.SKB104(南 よ り)

4.SK-B106(南 西 よ り) 5.B区 北側 ピッ ト群(南 西 よ り)
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3
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1.C区 遺構 面全景(南 西 よ り)

2.SD-ClO1(南 よ り)3.SD-C103・ClO4(南 よ り)

4.SD-C105(北 東 よ り)5.SK-C102(南 よ り)
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10

1.須 恵 器 甑(1)・ 杯 蓋(2)・ 壷(14)、 土 師器 椀(5)・ 甕(10)・ 甑(11)

15

22

2.須 恵 器 瓶(15)・ 壺(16)・ 蓋(21)、 黒 色 土 器 椀(19)、 瓦 器 椀(22)、 土 師 器 小 皿(26)
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1.須 恵 器 壺(31)・ 甕(32)、 瓦 器 椀(35)、 土 師 ・器 皿(42)・ 高 杯(46)、 サ ヌ カイ ト剥 片(39)
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2.黒 色 土器 椀(44)、 土 師器 皿(49)、 須 恵 器 壺(55)・ 杯 蓋(66)、 陶 器 擂 鉢(71)、 白 磁 碗(72)



図
版

6

出

土
遺

物

(
3
)

1.金 属製 品 鎧金 具片(59)

2.韓 式 系 ±器(軟 質)(20・37・57) 3.韓 式系土器(硬 質)甕(38)

4.平 瓦(36・58)
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1.朝 顔 形 埴 輪(74・75)、 円 筒 埴 輪(76～79)

2.形 象 埴 輪 器 種 不 明(80)、 円 筒 埴 輪(81～83・87・88)
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1.円 筒 埴 輪(96・97・100・103～105)

109

2.円 筒 埴 輪(106・108～110)、 形 象 埴 輪 蓋 形埴 輪(111)・ 器 種 不 明(112)
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